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研防広報紙はれあい119』のネ瓦ぶャを転ついて〕
北 |:地区消l1/J和t合のキャラクター防災 守 くんが、住民 とのふれあいを人事にし、広報紙をつうじて情報提供

情報交換をしながら地域との連帯感を深め、安心して蕃らせるまちづ くりのために協力しあえる'器境をつ くって行

こうとの願いわSこめられています。
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消防広報紙発刊にあたつて
北上地区消脇 R合消防長 伊 藤  雅 章

消防組合がH召和49年 に発足いらい、組織、施設、装備等を整備し、火災、地震等

あるいは、救急、救助と災音に対処しうる体制を充実強化してまいりました。

しかし、大震災の例に見られますように、いつ災害が発生するかも知れません。

このように刻々と変化する社会情勢の中、住民のニーズに応えられるよう地域と

密着した安全で安心できる災害に強いまちづ くりをめざして最大限の努力をしてま

いりますので、
一

層のご支援ご協力をお願い中し上げます。



平成 13年 香季全国火奨予防運動
3月 1日(木)～3月7日(水)

わ が 家 か ら火 事 な 必 さな レb
《住宅防火 ・いのちを守る七つのポイント》

ガスこんろなどの
そばを離れるときは
必ず火を消す

ス トープは艦えやすい
物から離れた位置で
使用する

◎
逃
げ
遅
れ
防
止
の
た
め
、

住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

◎
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
、

防
炎
製
品
を
使
，

用
す
る
。

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
を

備
え
る
。

◎
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、

近
隣
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

こ
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、

対
策

を
請
じ
て
住
宅
か
ら
の
火
災
を

無
く
し
ま
し
よ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、

日
に
日
に
暖
か

く
な
り
暖
房
器
具

⌒特
に
ス
ト
ー

ブ
）
と
も
そ
ろ
そ
ろ
お
別
れ
で
す
。

そ
こ
で
、

来
年
の
た
め
に
も
次
の

よ
う
な
手
入
を
し
て
か
ら
し
ま
い

ま
し
よ
ワヽ
。

＊
　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
は
完

全
に
使
い
き
り
ま
し
た
か
。

⌒油
が
漏
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

）

＊
　
電
池
を
使
用
し
て
い
る
も
の

は
取
り
外
し
ま
し
た
か
。

⌒過
去
に
何
等
か
の
原
因
で
ス
イ
ッ

チ
が
入
り
火
災
に
な

っ
た
例
が
あ

り
ま
す
。

）

＊
　
フ
ィ
ル
タ
ー
の
あ
る
も
の
は

し
っ
か
リ
ホ
コ
リ
を
取
り
除
き
ま

し
た
か
。

え る 前 に ひ と 仕 事  p亀迎

　

ネ
　
コ
ン
セ
ン
ト
や
コ
ー
ド
に
傷

み
が
な
い
か
チ
ェ
ツ
ク
し
ま
し
た
か
。

一を
　
　
⌒傷
ん
だ
部
分
か
ら
シ
ョ
ー
ト
し
て

香

　
火
災
に
な
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。）

ｎ》谷　細つ危最韓”ない卓”中準な〔却帥

戻
し
適
切
な
処
理
を
し
て
下
さ
い
。

ガスコンロの火や仏壇のローツクの火が袖□等着衣に燃えう
つる事故が多発しております。

(高齢者は、注意力が衰え自分で消す事ができないためです。)

ス
０

生
可

■
う体

げ
無
Ｘ

前
八

え
“

望
ロ

推
即

首
同

寝たばこは絶対やめる



携
需
電
話
か
ら
も

はい!
北上消防本部

北
上
地
区
管
内
で
携
帯
電
話
か
ら
の
通

報
は
、　

一
里
花
巻
消
防
又
は

一
関
消
防
に

つ
な
が
り
北
上
消
防
に
転
送
さ
れ
ま
す
。

転
送
す
る
時
間
的
ロ
ス
や
電
波
の
状
態

で
通
報
が
と
ぎ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、

近
く
に
有
緑
電
話
が
あ
れ
ば
で
き
る

だ
け
そ
れ
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、

携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
に
つ
い
て
は

次
の
事
項
を
告
げ
て
下
さ
い
。

①
災
害
発
生
場
所
の
住
所
、

市
町
村
名
、

目
標
物

（○
○
市
○
○
町
○
○
番
地
、

○
○
前
）

②
災
書
等
の
内
容

（火
災
、

救
急
、

救
助
）

③
通
報
に
使
用
し
た
携
帯
電
話
番
号

か
か
り
ま
す

〓
↓九
番

消
防
本
部

指
令
垂

高 橋 洋 充

消防学校にはない緊
張感の当直勤務です
が、市民に信頼され
る消防士をめざ して
頑張ります。

平 野 元 気
覚えるべき事が多いが、

やりがいを感じます。
先輩の築いた信頼さ

れる消防をめざ し頑

張ります。

高 橋  聡
先輩の先を見据えた行

動 に感激 しています。

機転のき く活動ので

きる消防士をめざ し

ます。

下瀬川 一 真
冷静に広い視野否現
場活動に対応できる

よう日頃の訓練を頑
張つていきたいと思
います。

菊 池 直 樹

なれてきた時期なの

で、安易な行動にな
らないように気をヨ|
き締めていきたいと
思います。

伊 藤  梢
女1生消防士として注
目されるプ レッシャ
ーに員けず、一人前
の消防士をめざ しま
づ。

め      さ れ る深移発士
Lユ ーフェース鯛 平成12年4月 1日採用職員抱員を語る

小菅 亜 紀子
今までの生活か らは

想像もできなか った

毎 日ですが 、自分な

りに頑張つていきた

いと思います。

高 橋  達
消防署に配属になつて
□りが見えるようにな

りました。司‖練 事 務
はもちろん資格取得に

チャレンジしたいと思

います。



あ

な

た

に

も

◎

平

成

１２

年

中

『
撒

急

車

の

は

じ

め

は

の
火

災

件

数

出

動

状

況

』

消

せ

る

小

さ

な

平
成
１２
年
中
に
北
上
地
区
消
防

組
合
管
内

（北
上
市
、

湯
田
町
、

沢
内
村
）
で
発
生
し
た
火
災
は
３５

件
で
、

前
年
の
好
件
に
比
べ
越
件

減
少
し
ま
し
た
。

焼
損
棟
数
は
４‐
棟
、

建
物
焼
損

面
積
は
１
、

２
４
２
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、

火
災
損
害
額
は
６
、

６
２

５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
は
、

建
物
火
災
が

‐９
件
、

次
い
で
そ
の
他
火
災

⌒空

地

・
休
耕
田
等
の
枯
草
）
が
８
件
、

車
両
火
災
が
５
件
、

林
野
火
災
が

３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
は
、

「火
入
れ
。た
き

火
」
１０
件
、

「放
火
」
３
件
、

「不
明
・

調
査
中
」
１２
件
、

「そ
の
他
」
１０
件

で
火
災
に
よ
る
死
者
は
３
人
、

負

傷
者
は
５
人
で
、

前
年
に
比
べ
死

者
が
２
人
増
加
し
ま
し
た
。

『
巾
Ａ
』

大
き
な
火
災
で
も
、

火
が
出
た

ば
か
り
の
と
き
は
、

あ
な
た
に
も

消
せ
る
小
さ
な
火
で
す
。

バ
ケ
ツ

一
杯
の
水
で
も
消
火
器
で
も
役
立

ち
ま
す
。

火
が
出
た
と
き
は
、

あ

わ
て
ず
男
気
を
も

っ
て
初
期
消
火

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

せ
っ
か
く
備
え
た
消
火
器
も
使
い

方
が
わ
か
ら
な
い
と
、

い
ざ
と
い

う
と
き
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

①

■消火器の使い方

_―粉末消火器 ・強化液消火器―

平
成
１２
年
中
に
救
急
車
が
出
動

し
た
件
数
は
２
、
１
２
５
件
で
、

１
日
あ
た
り
５
、

８
回
出
動
し
て

い
ま
す
。

救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た

人
は
２
、

０
４
６
人
で
、

管
内
の

電
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

搬
送
し
た
人
を
傷
病
程
度
別
に

分
け
る
と
、

軽
症
が
４‐
％
と
最
も

多
く
、

次
い
で
中
等
症

・
重
傷

・

死
亡
と
続
き
ま
す
。

そ
の
他

死
　
亡

重
　
症

中
等
症

軽
　
症

①人工呼吸
顎先を持ち上げ静かに2回吹き込む

②心臓マツサージ
押す位置を確認し15回圧迫する

|   1急病 |   |一般負傷

|   1交通事故|   |その他

覚えよう!『,い肺蘇生活』

”◇

突然の心臓発作や室息

などにより、心臓や呼吸

が停止した状態の人には、

いち早く応急手当を行わ

なければ救命することは

できません。

あなたの迅速な

出師蘇生法

と119番 通報
が救命リレーの

スター トです!

出火原因別火災件数

不明

調査中

12件

その他
(万スコンロ=たばこ
ストープ・ポイラー)

救急出動件数2,125件
人 傷病程度別内訳

討Flンくは 毎月第2第3日曜日9:00～12:00北上消防署で講習会を行つてます。

お気軽にどうぞ! 受講は無料、当日も受け付けます。

お問い合わせは 警 防課救急激助係 65-5175ま で


